
■もう一つの『智恵子抄』

一

１
．
は
じ
め
に

　

升
谷
裕
子
に
本
稿
と
同
名
タ
イ
ト
ル
、「
も
う
ひ
と
つ
の
『
智
恵
子
抄
』」（「
和
洋
国
文
研
究
25
」
和
洋
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
・
平
成

２
年
３
月
）
が
あ
る
。

　

升
谷
の
い
う「
も
う
ひ
と
つ
の『
智
恵
子
抄
』」の「
も
う
ひ
と
つ
」と
は
、「
愛
の
詩
集
」「
高
村
の
独
り
角
力
」「
凄
絶
な『
殉
教
』」「
首
狩
り
」

あ
る
い
は
「
悲
劇
の
書
」
と
い
っ
た
『
智
恵
子
抄
』
へ
の
先
人
の
評
価
に
対
す
る
、『 

智
恵
子
抄
』
中
の
「
智
恵
子
伝
説
」
の
再
評
価
⑴
の

こ
と
で
あ
り
、
本
稿
の
「
も
う
一
つ
の
『
智
恵
子
抄
』」
の
「
も
う
一
つ
」
と
は
意
味
が
違
う
。
本
稿
の
「
も
う
一
つ
」
と
は
、
白
玉
書
房

か
ら
出
版
さ
れ
た
『
智
恵
子
抄
』
の
こ
と
で
あ
る
。

　

嘗
て
拙
論
「『
智
恵
子
抄
』
の
か
た
ち
」
⑵
の
中
で
、「
本
当
の
『
智
恵
子
抄
』
は
、
こ
れ
一
つ
し
か
な
い
」
と
、
私
は
主
張
し
た
。「
こ
れ
」

と
い
う
の
は
、
昭
和
十
六
年
八
月
に
龍
星
閣
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
智
恵
子
抄
』
の
こ
と
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
一
年
七
月
に
新
潮
文
庫
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
智
恵
子
抄
』
の
「
覚
え
書
」
で
、
草
野
心
平
が
「
智
恵
子
さ
ん
と
の
関

聯
が
詩
の
中
心
を
な
し
て
い
な
い
の
で
故
意
に
は
ぶ
い
た
」
⑶
と
い
う
「
或
る
日
の
記
」
を
挿
入
し
、「
荒
涼
た
る
帰
宅
」
を
「
梅
酒
」
の

後
で
は
な
く
、「
レ
モ
ン
哀
歌
」
に
連
続
さ
せ
、「
涙
」「
か
ら
く
り
う
た
」「
梟
の
族
」「
人
に
」（『
智
恵
子
抄
』
冒
頭
の
詩
と
は
別
）「
淫
心
」「
金
」

の
六
編
を
省
い
た
、
昭
和
十
六
年
ま
で
に
制
作
し
た
智
恵
子
関
連
の
二
十
九
編
の
詩
と
、
短
歌
六
首
、「
智
恵
子
の
半
生
」「
九
十
九
里
浜
の
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二

初
夏
」「
智
恵
子
の
切
抜
絵
」
の
散
文
と
目
次
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
を 

、
本
当
の
『
智
恵
子
抄
』
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
最
近
、
期
間
限
定
で
、
も
う
一
つ
の
『
智
恵
子
抄
』
を
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
そ
れ
が
白
玉
書

房
が
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
奥
付
で
発
行
し
た
『
智
恵
子
抄
』
で
あ
る
。
該
本
は
、
龍
星
閣
発
行
の
『
智
恵
子
抄
』
の
構
成
要
素

に
加
え
、
戦
後
の
作
詩
「
松
庵
寺
」
と
「
報
告
」、
そ
れ
に
高
村
が
白
玉
書
房
発
行
の
『
智
恵
子
抄
』
に
寄
せ
た
、「
小
文
は
序
と
い
ふ
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
後
記
の
や
う
に
し
て
下
さ
い
」
⑷
と
い
う
「
記
」
か
ら
な
る
。　

　

そ
こ
で
、本
稿
で
は
白
玉
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
『
智
恵
子
抄
』
を
、歴
史
上
い
か
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
検
討
し
て
み
た
い
。

　

な
お
、
使
用
す
る
主
な
テ
キ
ス
ト
は
、
筑
摩
書
房
の
『
高
村
光
太
郎
全
集
』
⑸
で
あ
る
。

２
．
龍
星
閣
の
廃
業

　

そ
も
そ
も
『
智
恵
子
抄
』
は
、
昭
和
十
四
年
六
月
頃
、『
書
窓
』（
昭
和
十
年
五
月
十
日
発
行
・
第
一
巻
第
二
号
）
所
収
の
詩
「
風
に
の
る

智
恵
子
」（
昭
和
十
年
四
月
二
十
五
日
作
）
に
感
動
し
た
龍
星
閣
主
人
澤
田
伊
四
郎
が
、
高
村
光
太
郎
の
意
志
・
意
向
を
尊
重
し
て
昭
和
十

六
年
八
月
に
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
六
年
七
月
十
五
日
、
英
米
が
日
本
資
産
の
凍
結
を
通
告
し
、
戦
争
の
足
音
が
次
第
に
高
ま
る
中
で
の
発
行
で
あ
り
、
日
本
軍
が
ハ

ワ
イ
を
空
爆
し
、
英
米
に
対
し
宣
戦
布
告
を
し
た
の
は
同
年
十
二
月
八
日
で
あ
る
。『
智
恵
子
抄
』
は
、
こ
う
し
た
歴
史
を
背
景
に
し
な
が

ら
版
を
重
ね
た
。
昭
和
十
八
年
八
月
十
日
付
け
の
澤
田
伊
四
郎
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、

　
　

 

昨
日
「
智
恵
子
抄
」
第
十
刷
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
実
に
立
派
で
む
し
ろ
驚
き
ま
し
た
、
今
日
と
し
て
は
勿
体
な
い
や
う
に
さ
へ
感
じ

ら
れ
ま
す
、
通
覧
し
た
と
こ
ろ
で
は
今
度
は
誤
植
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
、
貴
下
の
出
版
良
識
は
ま
こ
と
に
珍
重
す
べ
き
も
の
で
此
書
が

貴
下
の
や
う
な
出
版
者
の
手
に
よ
つ
て
刊
行
せ
ら
れ
た
事
を
今
更
の
や
う
に
仕
合
で
あ
つ
た
と
痛
感
し
ま
す
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
、

と
あ
り
、
ま
た
、
翌
昭
和
十
九
年
八
月
三
十
一
日
の
澤
田
伊
四
郎
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、「
先
般
『
智
恵
子
抄
』
第
十
三
刷
拝
受
し
ま
し

た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
結
局
、
初
版
は
十
三
刷
（
昭
和
十
九
年
三
月
二
十
日
奥
付
年
月
日
）
を
も
っ
て
終
わ
る
。
戦
火

が
激
し
さ
を
増
す
戦
中
に
あ
っ
て
、多
く
の
国
民
が
窮
乏
を
極
め
、用
紙
不
足
は
出
版
界
に
統
制
と
企
業
合
併
を
余
儀
な
く
す
る
中
⑹
で
、『
智

恵
子
抄
』
が
版
を
重
ね
た
の
は
注
目
に
値
す
る
。『
智
恵
子
抄
』（
龍
星
閣
刊
）
が
当
時
、
多
く
の
民
衆
の
琴
線
に
触
れ
得
た
こ
と
も
さ
る
こ
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■もう一つの『智恵子抄』

三

と
な
が
ら
、
龍
星
閣
の
澤
田
伊
四
郎
の
努
力
が
忍
ば
れ
る
。
澤
田
の
努
力
は
版
を
重
ね
た
だ
け
で
は
な
く
、
同
年
七
月
五
日
の
澤
田
伊
四
郎

宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、

　
　

 
お
て
が
み
忝
拝
受
更
級
君
か
ら
は
小
生
方
へ
も
お
て
が
み
が
あ
り
ま
し
た
、「
某
月
某
日
」「
智
恵
子
抄
」
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
向
放
送

の
事
は
此
間
独
逸
国
大
使
館
の
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
氏
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
し
た
、
貴
下
の
お
か
げ
で
智
恵
子
は
日
本
中
の
女
性
に
愛
慕
せ

ら
れ
、
ま
た
光
太
郎
智
恵
子
的
男
女
関
係
は
多
く
の
共
感
者
を
得
ま
し
た
、
近
く
貴
下
宛
の
揮
毫
を
し
ま
す
、

と
あ
る
よ
う
に
、同
盟
国
だ
っ
た
と
は
い
え
、ド
イ
ツ
に
ま
で
『
智
恵
子
抄
』
は
流
布
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、『
智
恵
子
抄
』
を
発
行
し
、

版
を
重
ね
た
こ
と
に
対
す
る
高
村
の
澤
田
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
、「
此
書
が
貴
下
の
や
う
な
出
版
者
の
手
に
よ
つ
て
刊
行
せ
ら
れ
た
事
を

今
更
の
や
う
に
仕
合
で
あ
つ
た
と
痛
感
し
ま
す
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
や
「
近
く
貴
下
宛
の
揮
毫
を
し
ま
す
」
な
ど
の
ハ
ガ
キ
、
あ
る
い

は
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
一
日
の
鎌
田
宛
て
封
書
の
、「『
智
恵
子
抄
』
は
澤
田
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
に
よ
つ
て
世
上
に
ひ
ろ
く
紹
介
さ

れ
た
の
で
小
生
澤
田
さ
ん
に
ひ
ど
く
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
」
な
ど
の
内
容
に
見
て
取
れ
る
。

　

そ
の
後
、
澤
田
は
第
十
三
刷
を
最
後
に
、
昭
和
十
九
年
に
廃
業
し
、
熱
海
市
水
口
に
引
っ
越
し
て
い
る
。
昭
和
十
九
年
二
月
七
日
付
け
澤

田
宛
て
宮
崎
稔
の
ハ
ガ
キ
に
、「
そ
の
後
御
病
気
は
如
何
な
の
で
す
か
、
高
村
さ
ん
も
案
じ
て
居
舛
。
急
に
御
仕
事
を
止
め
た
こ
と
が
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
、
版
画
で
も
や
ら
れ
る
と
よ
か
ら
う
な
ど
と
い
は
れ
て
居
ま
し
た
」
と
、
ま
た
、
出
さ
ず
じ
ま
い
に
な
っ
た
と
い
う
小

暮
理
太
郎
宛
て
澤
田
の
書
簡
⑺
に
、

　
　

 

龍
星
閣
も
、先
生
の
お
陰
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、継
続
す
る
能
力
が
御
座
居
ま
せ
ん
の
で
、廃
業
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。「
堂
々

処
子
無
営
無
欲
」
と
い
ふ
言
葉
を
記
憶
し
て
居
り
ま
す
が
（
本
当
の
意
味
は
わ
か
り
ま
せ
ぬ
）、
決
戦
下
、
寔
に
や
す
ら
か
な
気
持
で

業
を
閉
ざ
せ
る
気
持
を
有
り
難
く
思
つ
て
居
り
ま
す
。
し
か
も
、
廃
業
に
つ
い
て
は
整
備
金
と
し
て
慮
外
の
金
が
入
り
ま
し
た
か
ら
、

先
生
へ
先
づ
寸
志
を
呈
上
致
し
ま
す
。
御
本
購
入
の
一
部
に
宛
て
て
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
す
。

と
あ
る
。こ
の
書
簡
に
は
昭
和
十
九
年
五
月
八
日
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。ド
イ
ツ
向
け
放
送
内
容
の
七
月
五
日
の
ハ
ガ
キ
の
宛
先
は
、「
世

田
谷
区
代
田
」
で
あ
り
、
八
月
三
十
一
日
の
澤
田
伊
四
郎
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
の
宛
先
は
熱
海
市
水
口
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
昭
和
十
九
年
二

月
七
日
、
東
京
に
い
た
澤
田
は
、
第
十
三
刷
の
仕
事
を
し
な
が
ら
廃
業
を
考
え
、
五
月
八
日
、
こ
の
こ
ろ
廃
業
を
決
意
し
、
七
月
五
日
残
務

整
理
。
八
月
三
十
一
日 

頃
、
熱
海
に
疎
開
し
た
の
で
あ
る
。
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四

　

そ
の
後
、
戦
火
の
渦
に
音
信
は
途
絶
え
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
昭
和
二
十
年
六
月
十
五
日
付
け
澤
田
伊
四
郎
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、

　
　

 
其
後
大
御
無
沙
汰
し
ま
し
た
が
御
健
康
は
い
か
が
か
と
い
つ
も
御
案
じ
て
ゐ
ま
す
。
小
生
四
月
十
三
日
に
自
宅
を
焼
か
れ
、
五
月
十
五

日
に
東
京
を
離
れ
て
花
巻
の
宮
澤
賢
治
さ
ん
の
御
実
家
の
御
好
意
で
同
邸
に
御
厄
介
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
其
後
肺
炎
を
や
ん
で
臥
床

し
て
居
り
ま
し
た
が
、
今
日
全
快
の
床
上
を
い
た
し
ま
す
。
天
気
快
晴
、
五
月
晴
の
こ
こ
ろ
よ
さ
一
入
に
存
じ
ま
す
。
花
巻
に
は
暫
く

滞
在
、
此
町
に
作
品
を
の
こ
し
た
い
と
思
つ
て
居
ま
す
。
熱
海
の
方
の
様
子
ま
る
で
分
か
り
ま
せ
ん
が
切
に
御
安
泰
を
い
の
り
ま
す
。

い
づ
れ
又
申
上
げ
ま
す
が
右
、

と
、
昭
和
十
九
年
八
月
三
十
一
日
の
澤
田
伊
四
郎
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
あ
っ
た
、「
熱
海
に
移
ら
れ
し
由
、
お
か
ら
だ
の
為
に
も
よ
い
と

存
ぜ
ら
れ
ま
す
」
に
連
続
す
る
よ
う
な
内
容
で
始
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
ハ
ガ
キ
は
四
月
十
三
日
の
ア
ト
リ
エ
の
焼
失
、
五
月
十
五
日

の
花
巻
へ
の
転
居
、
そ
の
後
、
肺
炎
を
病
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
高
村
光
太
郎
の
状
況
が
よ
く
分
か
り
、
資
料
的
価
値
が
高
い
。
澤

田
城
子
も
、「
や
が
て
戦
火
は
、
駒
込
林
町
二
十
五
番
地
の
思
い
出
深
い
貴
重
な
ア
ト
リ
エ
を
襲
い
、
光
太
郎
は
終
戦
を
岩
手
県
の
花
巻
で

む
か
え
、
澤
田
は
父
祖
の
地
、
秋
田
県
鹿
角
の
山
村
に
あ
っ
た
」
⑻
と
、
高
村
と
父
澤
田
伊
四
郎
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
年
七
月
十
六
日
、
岩
手
県
花
巻
か
ら
熱
海
水
口
の
澤
田
に
宛
て
た
高
村
の
、
花
巻
に
も
米
軍
機
の
飛
来
が
頻
繁
に
な
り
、
東
京

か
ら
の
疎
開
者
の
多
さ
が
東
京
大
空
襲
を
連
想
さ
せ
る
ハ
ガ
キ
を
最
後
に
、
全
集
書
簡
集
か
ら
澤
田
は
し
ば
ら
く
姿
を
消
す
。
廃
業
し
た
澤

田
は
一
旦
熱
海
に
移
り
、
終
戦
を
秋
田
で
迎
え
た
の
で
あ
る
。
代
わ
り
に
、
お
よ
そ
二
ヶ
月
後
、
後
の
白
玉
書
房
主
人
の
鎌
田
敬
止
が
頻
繁

に
登
場
す
る
。

３
．
白
玉
書
房
刊
『
智
恵
子
抄
』
の
誕
生

　

終
戦
の
翌
月
、
昭
和
二
十
年
九
月
十
三
日
、
鎌
田
敬
止
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、

　
　

 

お
ハ
ガ
キ
拝
見
、
罹
災
お
見
舞
い
忝
く
存
じ
ま
し
た
。
小
生
一
ヶ
月
目
の
九
月
十
日
に
表
記
の
処
に
引
き
移
り
ま
し
た
。
大
田
村
の
小

屋
に
ゆ
く
ま
で
当
分
此
所
滞
在
い
た
し
ま
す
。一
先
づ
落
ち
つ
き
ま
し
た
か
ら
こ
れ
か
ら
原
稿
再
起
稿
を
い
た
し
ま
す
。作
曲
は
能（
信
）

時
潔
氏
に
願
は
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
再
考
の
上
こ
れ
は
取
り
や
め
と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
詩
を
巻
頭
に
に
別
組
に
す
る
に
と

ど
め
よ
う
と
思
ひ
ま
す
。「
花
は
な
に
ゆ
ゑ
」「
木
の
実
草
の
実
」
二
篇
で
す
。
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五

と
あ
り
、
翌
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
三
日
付
け
鎌
田
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、

　
　

 
電
報
到
着
、
お
言
葉
に
よ
り
別
封
小
包
で
検
印
用
印
形
お
送
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
常
み
と
め
に
使
つ
て
ゐ
る
の
で
御
用
ず
み
の
節
は

御
返
送
願
上
げ
ま
す
。

　
　

 

今
後
「
道
程
」
が
又
印
刷
さ
れ
る
や
う
な
事
が
あ
つ
た
ら
初
版
の
内
容
に
復
元
し
て
初
版
の
通
り
の
目
次
で
出
版
し
た
ら
ど
う
か
な
ど

と
考
へ
ま
し
た
。
今
の
「
道
程
」
は
初
版
か
ら
随
分
沢
山
削
除
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
。
と
り
い
そ
ぎ
早
々

と
あ
る
。
当
時
、
東
京
大
森
に
い
た
鎌
田
が
罹
災
し
た
高
村
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
。
戦
後
の
混
乱
の
中
、
鎌
田
と
高
村
の
間
に
原
稿

の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
こ
と
。
鎌
田
が
高
村
の
詩
集
『
道
程
』
を
出
版
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
な
お
、
鮫
島
満
は
、
高
村
と
鎌
田

の
繋
が
り
を
大
正
十
年
頃
か
ら
と
推
定
し
て
い
る
。
⑼

　

と
こ
ろ
で
、「
小
生
詩
は
自
然
と
出
来
ま
す
が
、
発
表
は
当
分
見
合
は
せ
る
気
で
ゐ
ま
す
」（
昭
和
二
十
一
年
七
月
十
日
・
田
村
昌
由
宛
ハ

ガ
キ
）。「
小
生
相
変
ら
ず
詩
は
た
く
さ
ん
書
い
て
ゐ
ま
す
が
当
分
発
表
し
ま
せ
ん
」（
昭
和
二
十
一
年
八
月
一
日
・
西
山
勇
太
郎
宛
ハ
ガ
キ
）。

「
彫
刻
の
仕
事
は
ま
だ
本
格
的
に
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
詩
は
た
く
さ
ん
書
い
て
い
ま
す
。
今
は
発
表
す
る
気
が
あ
り
ま
せ
ん
」（
昭
和
二
十
一

年
九
月
十
三
日
・
西
岡
文
子
宛
封
書
）。「
小
生
詩
は
生
理
の
や
う
に
出
来
ま
す
が
、
当
分
発
表
は
し
ま
い
と
考
え
て
ゐ
ま
す
」（
昭
和
二
十

一
年
十
月
二
十
七
日
・
土
方
定
一
宛
封
書
）
等
、
こ
れ
ら
の
手
紙
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
お
け
る
高
村
の
衰
え
ぬ
作
詩
の
様
子
、
そ
れ
と
同

時
に
発
表
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

た
だ
、「
別
封
小
包
で
検
印
用
印
形
」
云
々
の
や
り
と
り
の
頃
、
高
村
が
送
っ
た
小
倉
豊
文
宛
て
封
書
の
追
伸
に
、「『
智
恵
子
抄
』
は
目

下
手
許
に
な
く
、
東
京
の
誰
か
か
ら
そ
の
う
ち
も
ら
ふ
気
で
ゐ
ま
す
。
入
手
出
来
ま
し
た
ら
お
送
り
い
た
し
ま
す
」（
昭
和
二
十
一
年
一
月

七
日
付
）
と
あ
り
、『
智
恵
子
抄
』
を
求
め
る
声
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
丁
度
そ
ん
な
折
り
、澤
田
が
廃
業
し
て
い
た
こ
と
を
鎌
田
は
知
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
高
村
に
『
智
恵
子
抄
』
の
重
版
話
を
持
ち
か
け
て
い
る
。
高
村
は
東
京
杉
並
の
青
磁
社
仮
事
務
所
の
鎌
田
敬
止
宛

て
に
次
の
よ
う
な
速
達
を
送
っ
て
い
る
。

　
　

お
て
が
み
と
書
留
小
包
拝
受
、

　
　

 「
道
程
」
十
一
部
及
認
印
た
し
か
に
落
手
い
た
し
ま
し
た
、
い
ろ
い
ろ
御
面
倒
お
か
け
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。
仰
の
如
く
今
度
の
「
道
程
」

は
製
本
お
も
し
ろ
か
ら
ず
、綴
の
十
分
な
ら
ざ
る
が
一
ば
ん
気
に
か
か
り
ま
し
た
。
時
節
柄
や
む
を
得
な
い
事
と
思
ふ
外
あ
り
ま
せ
ん
。
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六

な
お
「
道
程
」
復
元
版
い
つ
か
お
出
し
に
な
る
お
気
持
ち
あ
る
由
、
小
生
の
申
す
初
版
と
は
山
雅
房
の
に
て
は
な
く
、
大
正
四
年
頃
自

費
に
て
出
版
し
た
る
最
初
の
版
の
事
で
あ
り
ま
す
。
山
雅
房
の
は
既
に
沢
山
削
除
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
初
版
の
本
は
殆
ど
世
の
中
に

な
く
、
小
生
の
記
憶
に
て
は
水
野
葉
舟
君
が
多
分
一
冊
持
つ
て
居
ら
れ
る
事
と
ぞ
ん
じ
ま
す
。（
中
略
）「
智
恵
子
抄
」
重
版
の
事
は
小

生
に
異
存
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
龍
星
閣
澤
田
伊
二
郎
氏
の
意
向
次
第
で
す
。
お
気
持
ち
が
あ
つ
た
ら
熱
海
水
口
に
居
ら
れ
る
筈

の
澤
田
氏
に
御
相
談
な
さ
る
や
う
申
し
す
す
め
ま
す
。 

（
昭
和
二
十
一
年
二
月
九
日
）

　

文
中
「
大
正
四
年
」
は
「
大
正
三
年
」
で
、「
伊
二
郎
」
は
「
伊
四
郎
」
の
誤
り
で
あ
る
が
、
と
ま
れ
、
高
村
は
『
道
程
』
初
版
の
重
版

を
希
望
し
、
鎌
田
敬
止
の
『
智
恵
子
抄
』
重
版
希
望
を
肯
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
澤
田
の
意
向
次
第
と
い
う
条
件
付
き
で
あ
る
。
条
件
付

き
は
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
の
宮
崎
稔
宛
て
高
村
の
速
達
封
書
に
も
「
◎
出
版
に
つ
い
て
一
ま
と
め
に
覚
書
を
左
に
か
き
ま
す
」

と
前
置
き
し
て
「
澤
田
伊
四
郎
氏
が
承
諾
す
れ
ば
『
智
恵
子
抄
』
一
冊
」
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
九
日
、
青
磁
社
の
鎌
田
は
『
智
恵
子
抄
』
の
重
版
の
意
志
を
伝
え
、
龍
星
閣
主
人
澤
田
伊
四
郎
の
承

諾
が
あ
れ
ば
と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
高
村
は
重
版
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
認
め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
翌
昭
和
二
十
二
年
四

月
十
一
日
付
け
鎌
田
宛
て
高
村
の
封
書
に
、

　
　

 （
前
略
）書
店
名
も
き
ま
り
、だ
ん
だ
ん
お
仕
事
が
始
ま
り
か
け
た
こ
と
を
喜
び
ま
す
。
白
玉
書
房
は
大
変
美
し
い
と
思
ひ
ま
す
。（
中
略
）

　
　

 『
智
恵
子
抄
』
の
出
版
を
澤
田
さ
ん
が
貴
下
に
ゆ
づ
ら
れ
る
事
を
承
諾
せ
ら
れ
た
や
う
で
、
小
生
と
し
て
は
少
し
も
異
存
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

 「
智
恵
子
抄
」
は
澤
田
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
に
よ
つ
て
世
上
に
ひ
ろ
く
紹
介
さ
れ
た
の
で
小
生
澤
田
さ
ん
に
ひ
ど
く
感
謝
し
て
い

る
次
第
で
す
。
澤
田
さ
ん
が
龍
星
閣
を
再
興
さ
れ
た
暁
に
は
何
か
小
生
の
力
を
傾
け
た
も
の
を
お
願
ひ
し
た
い
や
う
な
気
が
し
て
居
り

ま
す
。

　
　

 「
智
恵
子
抄
」
は
今
で
も
か
な
り
読
み
た
が
つ
て
ゐ
る
人
が
あ
る
や
う
で
、
時
々
人
か
ら
質
問
さ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
日
出

版
す
る
の
も
無
意
味
で
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。

　
　

 

事
に
よ
つ
た
ら
昨
年
あ
た
り
新
し
く
書
い
た
智
恵
子
に
関
す
る
詩
を
一
二
篇
加
へ
さ
せ
て
い
た
だ
か
う
か
と
も
考
え
て
居
り
ま
す
。

と
あ
り
、
重
版
の
意
味
付
け
と
新
た
に
詩
一
、
二
篇
を
追
加
す
る
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　

四
月
二
十
八
日
付
け
鎌
田
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、「
智
恵
子
抄
の
追
加
分
は
来
月
お
送
り
し
ま
す
。
二
篇
だ
け
で
せ
う
」
と
あ
り
、
六
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七

月
四
日
付
け
宮
崎
稔
宛
て
ハ
ガ
キ
に
、「『
智
恵
子
抄
』
の
重
版
に
も
詩
一
、
二
篇
加
え
ま
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、
六
月
六
日
付
け
鎌
田
宛
て

速
達
封
書
に
、「
お
て
が
み
を
み
て
又
原
稿
お
送
り
す
る
気
に
な
り
、
今
日
の
雨
を
幸
い
に
清
書
し
ま
し
た
、
今
郵
便
屋
さ
ん
の
時
間
が
迫

つ
て
ゐ
る
の
で
大
急
ぎ
で
封
を
し
ま
す
。
い
づ
れ
あ
と
で
又
テ
ガ
ミ
書
く
で
せ
う
」
と
記
し
、
翌
日
高
村
は
、

　
　

 

昨
日
速
達
で
「
智
恵
子
抄
」
の
原
稿
「
松
庵
寺
」「
報
告
」
及
小
文
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
詩
は
年
代
順
に
最
後
に
入
れ
て
下
さ
い
。

小
文
は
序
と
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
後
記
の
や
う
に
し
て
下
さ
い
。
校
正
は
小
生
下
手
な
の
で
す
べ
て
貴
下
に
お
ま
か
せ

い
た
し
ま
す
。
本
の
体
裁
は
以
前
の
に
準
じ
た
ら
い
い
か
、
白
玉
書
房
と
し
て
別
に
考
へ
ま
す
か
、
御
意
見
を
お
き
か
せ
下
さ
い
。

と
重
版
に
積
極
的
な
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
六
月
二
十
日
の
鎌
田
宛
て
封
書
で
は
、「『
智
恵
子
抄
』
の
原
稿
到
着
の
由

に
て
安
心
し
ま
し
た
」「『
智
恵
子
抄
』
の
体
裁
な
ど
も
よ
ろ
し
く
お
ま
か
せ
い
た
し
ま
す
」
と
言
い
、

　
　

今
日
原
稿
を
よ
み
直
し
て
み
て
左
の
訂
正
を
お
願
ひ
い
た
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
校
正
の
時
御
訂
正
願
上
げ
ま
す
。

　
　
「
松
庵
寺
」
中

　

　

否
×　

和
尚
さ
ん
の
衣
の
す
そ
さ
へ
濡
ら
し
ま
し
た
。
舊

正
○　

和
尚
さ
ん
の
衣
の
す
そ
さ
へ
濡
れ
ま
し
た
。
訂
正

　
　

右
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

と
、
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

高
村
に
と
っ
て
こ
の
重
版
は
嬉
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
同
六
月
三
十
日
に
は
、
花
澤
ふ
み
子
宛
て
に
「
白
玉
書
房
と
い
ふ
出
版
所
が
そ
の

う
ち
に
出
来
て
そ
こ
か
ら
『
智
恵
子
抄
』
の
新
ら
し
い
版
が
九
月
か
十
月
頃
出
る
筈
で
す
。
二
篇
追
加
し
ま
し
た
。
二
篇
と
も
花
巻
で
書
い

た
も
の
で
す
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
九
月
に
な
っ
て
も
十
月
に
な
っ
て
も
鎌
田
か
ら
の
連
絡
が
な
い
。
高
村
は
、
十
一
月
十
五
日
付
け
で
宮

崎
稔
に
、「
鎌
田
敬
止
さ
ん
か
ら
は
長
い
間
便
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
御
病
気
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
ゐ
ま
す
」
と
、
安
否
を
気
遣
う
ハ
ガ
キ

を
送
っ
て
い
る
。
宮
崎
稔
が
問
い
合
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
数
日
後
、
高
村
宛
て
に
鎌
田
か
ら
テ
ガ
ミ
が
届
い
た
。
鎌
田
は
病
気
で
は
な

く
、
以
前
所
属
し
て
い
た
青
磁
社
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
⑽
に
奔
走
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、鎌
田
の
テ
ガ
ミ
の
返
事
に「『
智
恵
子
抄
』も
来
月
出
る
由
」と
あ
り
、ま
た
、返
事
を
書
い
た
そ
の
筆
で
宮
崎
稔
宛
て
ハ
ガ
キ
に
、

「『
智
恵
子
抄
』
十
二
月
に
出
る
由
」
と
書
く
。
十
二
月
十
五
日
の
宮
崎
稔
宛
て
封
書
に
も
「
鎌
田
さ
ん
か
ら
此
間
テ
ガ
ミ
が
来
て
『
智
恵
子

抄
』
は
今
月
中
に
出
版
に
な
る
や
う
な
話
で
し
た
」
と
あ
る
。
白
玉
書
房
の
『
智
恵
子
抄
』
の
奥
付
年
月
日
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一

月
二
十
五
日
で
あ
る
が
、
十
二
月
三
十
一
日
付
け
鎌
田
宛
て
封
書
に
、「『
智
恵
子
抄
』
の
表
紙
が
き
れ
い
だ
と
東
京
か
ら
い
つ
て
来
た
人
が

あ
り
ま
す
。
見
る
の
が
た
の
し
み
に
思
わ
は
れ
ま
す
」
と
あ
る
か
ら
、実
際
に
出
来
上
が
っ
た
の
は
十
二
月
の
後
半
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

高
村
自
身
心
待
ち
に
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
結
局
、
白
玉
書
房
の
『
智
恵
子
抄
』
を
高
村
が
手
に
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
三

年
一
月
四
日
付
け
宮
崎
稔
宛
て
封
書
に
、「
昨
日
鎌
田
さ
ん
か
ら
『
智
恵
子
抄
』
三
冊
送
つ
て
き
ま
し
た
か
ら
、『
道
程
』
復
元
版
特
製
と
一

緒
に
別
封
で
お
送
り
し
ま
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
三
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

繰
り
返
す
が
、こ
う
し
て
高
村
光
太
郎
の
意
志
に
よ
る
、「
松
庵
寺
」（
昭
和
二
十
年
十
月
五
日
作
）、「
報
告
」（
昭
和
二
十
一
年
十
月
五
日
作
）、

「
記
」（
昭
和
二
十
二
年
六
月
気
付
）
を
龍
星
閣
の
『
智
恵
子
抄
』
の
構
成
要
素
に
新
た
に
加
え
た
白
玉
書
房
の
『
智
恵
子
抄
』
が
、
昭
和
二

十
二
年
十
二
月
後
半
（
奥
付
年
月
日
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
）
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

４
．
白
玉
書
房
刊
『
智
恵
子
抄
』
の
終
焉

　

高
村
は
、
白
玉
書
房
の
『
智
恵
子
抄
』
を
手
に
し
た
翌
月
十
日
、
鎌
田
敬
止
に
、

　
　

 

二
月
四
日
付
書
留
お
て
が
み
い
た
だ
き
、
小
切
手
（
二
○
、
四
○
○
円
也
）
も
正
に
お
う
け
と
り
い
た
し
ま
し
た
。
領
収
書
用
紙
が
無

い
の
で
書
き
ま
せ
ん
が
、
書
く
方
が
よ
け
れ
ば
用
紙
お
送
り
下
さ
ら
ば
す
ぐ
書
き
ま
す
。

　
　

本
の
売
行
に
よ
つ
て
貴
下
に
迷
惑
を
か
け
は
せ
ぬ
か
と
そ
の
事
を
案
じ
ま
す
。

　
　

 「
智
恵
子
抄
」
そ
の
後
よ
み
返
し
て
ゐ
ま
す
が
、
誤
植
は
今
ま
で
に
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
書
物
と
し
て
珍
し
い
と
思
ひ
ま
す
。

龍
星
閣
版
に
は
最
初
か
な
り
誤
植
が
あ
つ
て
だ
ん
だ
ん
に
訂
正
し
ま
し
た
。
お
か
ら
だ
は
十
分
に
御
注
意
下
さ
い
。
白
玉
書
房
を
創
立

し
た
以
上
、
出
版
者
と
し
て
の
お
仕
事
を
心
ゆ
く
ま
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
日
本
に
と
つ
て
出
版
者
の
意
義
は
重

大
で
す
。
又
そ
れ
だ
け
面
白
い
仕
事
と
思
ひ
ま
す
。
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
で
す
。
急
が
ず
に
確
実
に
貴
下
流
に
白
玉
書
房
が
よ
い
発

展
を
し
て
ゆ
く
事
を
い
の
り
ま
す
。
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■もう一つの『智恵子抄』

九

と
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
月
二
十
一
日
、「
二
月
十
六
日
付
の
お
て
が
み
拝
見
／
白
玉
書
房
発
足
の
意
義
が
だ
ん
だ
ん
は
つ

き
り
し
て
愉
快
に
お
も
ひ
ま
し
た
。
但
し
小
生
一
本
槍
と
い
ふ
の
は
少
々
危
険
と
思
ひ
ま
す
」
と
、
高
村
は
鎌
田
に
書
き
送
っ
て
い
る
。
そ

の
お
よ
そ
二
ヶ
月
後
、

　
　

 「
智
恵
子
抄
」
再
版
の
由
、
大
丈
夫
か
し
ら
と
一
寸
懸
念
し
ま
す
が
、
一
切
お
ま
か
せ
申
上
げ
ま
す
。
訂
正
個
所
は
発
見
し
ま
せ
ん
。

い
つ
か
後
日
に
機
会
が
あ
つ
た
ら
智
恵
子
の
病
状
記
録
の
や
う
な
も
の
を
加
へ
た
い
気
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
中
々
書
け
な
い
で

せ
う
。
こ
れ
は
む
し
ろ
精
神
病
研
究
者
の
参
考
と
し
て
書
く
つ
も
り
な
の
で
す
。　
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
十
一
日
付
鎌
田
宛
ハ
ガ
キ
）

と
、
高
村
は
白
玉
書
房
の
経
営
を
心
配
し
な
が
ら
も
、
再
版
を
認
め
、
更
に
病
状
記
録
の
挿
入
も
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
付
け
宮
崎
稔
宛
て
高
村
の
書
留
封
書
に
、「
東
京
の
出
版
者
が
い
ろ
い
ろ
や
つ
て
来
て
出
版
の
相
談
を

う
け
ま
す
が
、
う
つ
か
り
出
来
な
い
の
で
殆
と
皆
謝
絶
し
て
ゐ
ま
す
。
鎌
田
さ
ん
の
白
玉
書
房
も
中
々
困
難
の
や
う
で
す
」
と
あ
る
が
、
何

と
か
無
事
に
越
年
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
鎌
田
宛
て
ハ
ガ
キ
に
、「
お
て
が
み
と
検
印
紙
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
御
元

気
で
仕
事
に
向
は
れ
る
お
気
持
を
読
み
と
る
事
が
出
来
て
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
」
と
あ
り
、
野
溝
七
生
子
こ
と
鎌
田
夫
人
の
小
説
『
月
影
』
を

発
行
し
た
り
、
高
村
に
「
す
ば
ら
し
い
ベ
イ
コ
ン
」（
昭
和
二
十
四
年
二
月
十
六
日
付
鎌
田
敬
止
宛
・
野
溝
七
生
子
宛
て
ハ
ガ
キ
に
よ
る
）

を
送
る
な
ど
、
白
玉
書
房
は
元
気
の
よ
う
だ
。
翌
三
月
に
は
、

　
　

 

お
ハ
ガ
キ
三
枚
と
検
印
紙
及
「
智
恵
子
抄
」
の
小
包
と
は
三
月
四
日
に
お
う
け
と
り
し
ま
し
た
。
早
速
捺
印
し
て
翌
五
日
に
発
送
し
ま

し
た
か
ら
も
う
到
着
に
近
い
で
せ
う
。「
智
恵
子
抄
」
三
版
の
本
文
紙
は
大
変
手
触
り
が
よ
い
で
す
。

　
　

貴
下
が
販
売
の
方
ま
で
や
つ
て
ゐ
る
御
苦
労
を
思
つ
て
す
ま
な
い
と
存
じ
ま
す
。　
　
（
昭
和
二
十
四
年
三
月
七
日
付
鎌
田
宛
ハ
ガ
キ
）

と
、『
智
恵
子
抄
』
第
三
刷
を
発
行
し
て
い
る
。
結
局
、
白
玉
書
房
の
『
智
恵
子
抄
』
は
、
第
五
刷
（
昭
和
二
十
五
年
一
月
）
を
も
っ
て
終

わ
る
の
で
あ
る
が
、
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
澤
田
伊
四
郎
の
龍
星
閣
が
復
活
す
る
。

　

昭
和
二
十
五
年
二
月
八
日
付
け
鎌
田
敬
止
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、「
過
日
澤
田
伊
四
郎
氏
か
ら
テ
ガ
ミ
が
あ
り
、『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』

を
一
冊
と
し
て
出
版
さ
せ
て
く
れ
と
い
つ
て
来
た
の
で
当
惑
し
て
ゐ
ま
す
」
と
あ
っ
た
。
高
村
は
「
当
惑
」
は
し
た
も
の
の
、既
記
の
通
り
、

　
　

 「
智
恵
子
抄
」
は
澤
田
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
に
よ
つ
て
世
上
に
ひ
ろ
く
紹
介
さ
れ
た
の
で
小
生
澤
田
さ
ん
に
ひ
ど
く
感
謝
し
て
い

る
次
第
で
す
。
澤
田
さ
ん
が
龍
星
閣
を
再
興
さ
れ
た
暁
に
は
何
か
小
生
の
力
を
傾
け
た
も
の
を
お
願
ひ
し
た
い
や
う
な
気
が
し
て
居
り
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一
〇

ま
す
。 

（
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
一
日
の
高
村
の
鎌
田
宛
封
書
）

と
い
う
思
い
を
実
現
す
る
べ
く
、「
此
間
澤
田
伊
四
郎
さ
ん
が
突
然
来
訪
、
懇
請
さ
れ
た
の
で
『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』
六
篇
と
戦
後
の
雑
文

と
を
一
冊
に
ま
と
め
て
出
版
す
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
し
た
」（
昭
和
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
付
宮
崎
稔
宛
封
書
）
と
、
出
版
に
同
意
し
て

い
る
。
草
野
心
平
に
も
「
澤
田
伊
四
郎
さ
ん
が
『
智
恵
子
抄
そ
の
他
』
と
い
ふ
本
を
出
す
と
い
つ
て
ゐ
ま
す
」（
昭
和
二
十
五
年
八
月
三
十

日
付
草
野
心
平
宛
封
書
）
と
伝
え
、
余
程
嬉
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
西
山
勇
太
郎
に
も
、「『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』
と
い
ふ
の
が
澤
田
伊
四
郎

さ
ん
の
龍
星
閣
再
起
出
版
と
し
て
或
は
今
年
中
に
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
昭
和
二
十
五
年
九
月
十
六
日
付
西
山
勇
太
郎
宛
ハ
ガ
キ
）
と

報
告
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
高
村
は
、「
白
玉
書
房
で
す
が
つ
ぶ
れ
る
で
せ
う
」（
昭
和
二
十
五
年
九
月
九
日
付
西
山
勇
太
郎
宛
ハ
ガ
キ
）

と
い
う
。
が
、
白
玉
書
房
は
そ
の
後
も
持
ち
こ
た
え
た
よ
う
で
、
翌
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
四
日
に
送
付
し
た
鎌
田
へ
の
二
枚
の
ハ
ガ
キ
⑾

に
、

　
　

 

四
月
二
十
一
日
付
の
お
て
が
み
見
ま
し
た
。
災
厄
の
連
続
、
御
同
情
申
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、
悪
い
こ
と
も
重
な
る
も
の
で
す
が
、
又

い
い
事
も
重
な
る
こ
と
が
あ
る
で
せ
う
。「
天
上
の
炎
」
の
小
生
の
印
税
は
五
分
で
い
い
で
す
。
こ
の
本
は
余
り
売
れ
な
い
で
せ
う
。

今
日
ヹ
ル
ハ
ア
ラ
ン
を
読
む
人
は
少
な
い
で
せ
う
か
ら
。「
ロ
ダ
ン
」
の
装
幀
は
小
生
の
都
合
で
当
分
出
来
さ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

貴
下
御
自
身
で
装
幀
な
さ
つ
て
も
い
い
こ
と
に
い
た
し
ま
せ
う
。
中
央
公
論
社
か
ら
出
る
選
集
中
に
は
「
ロ
ダ
ン
」
も
当
然
含
ま
れ
る

こ
と
を
御
承
知
の
上
に
願
い
ま
す
。
小
生
只
今
肋
間
神
経
痛
に
や
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
あ
た
た
か
く
な
れ
ば
治
る
で
せ
う
が
。
右
大
要
ご

返
事
ま
で
。「
ツ
ヅ
ク
」

　
　
「
ツ
ヅ
キ
」「
智
恵
子
抄
」
に
つ
い
て
は
御
返
事
が
少
々
厄
介
で
す
。

　
　

 

も
と
も
と
澤
田
さ
ん
が
発
行
し
て
ゐ
た
も
の
で
、
言
は
ば
澤
田
さ
ん
に
よ
つ
て
地
上
に
ひ
ろ
め
ら
れ
た
や
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
白
玉

書
房
は
一
時
刊
行
し
た
も
の
の
、
龍
星
閣
が
復
起
し
た
と
す
れ
ば
、
龍
星
閣
に
返
し
て
上
げ
た
ら
如
何
で
す
か
。
さ
う
す
れ
ば
お
だ
や

か
だ
と
思
ひ
ま
す
が
如
何
で
せ
う
。

　
　

白
玉
書
房
で
出
す
と
し
て
も
、
も
つ
と
ず
つ
と
後
日
に
出
す
方
が
い
い
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
御
再
考
願
ひ
ま
す
。

と
あ
る
。
更
に
、
高
村
は
鎌
田
に
再
考
を
願
っ
た
三
日
後
、
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■もう一つの『智恵子抄』

一
一

　
　

前
便
で
「
智
恵
子
抄
」
は
龍
星
閣
に
お
返
し
に
な
る
の
が
一
番
お
だ
や
か
な
処
置
と
申
上
げ
、
御
再
考
を
願
ひ
ま
し
た
。

　
　

 
詩
歌
文
庫
と
申
さ
れ
る
新
企
画
の
物
へ
「
智
恵
子
抄
」
を
入
れ
る
事
は
は
ツ
き
り
お
断
り
い
た
し
ま
す
。
従
つ
て
印
刷
さ
れ
て
も
小
生

捺
印
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
、
此
旨
御
諒
承
下
さ
い
。

と
、繰
り
返
し
、『
智
恵
子
抄
』
を
澤
田
に
返
す
よ
う
強
く
促
し
て
い
る
。『
智
恵
子
抄
』
を
澤
田
に
返
す
と
い
う
こ
と
は
、白
玉
書
房
の
『
智

恵
子
抄
』
の
出
版
を
認
め
て
い
た
こ
と
と
、
二
詩
「
松
庵
寺
」
と
「
報
告
」、
そ
れ
に
「
あ
と
が
き
」
の
「
記
」
を
省
い
た
昭
和
十
六
年
八

月
に
龍
星
閣
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
智
恵
子
抄
』
の
形
態
に
戻
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
高
村
の
意
志
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
下
旬
（
奥
付
年
月
日
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
）
に
誕
生
し
た

白
玉
書
房
の
『
智
恵
子
抄
』
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
四
日
、
二
十
七
日
の
三
通
の
ハ
ガ
キ
に
見
る
高
村
の
意
志
に
よ
っ
て
消
滅
し
た

こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
こ
の
数
年
の
間
、
高
村
が
意
図
し
た
も
う
一
つ
の
『
智
恵
子
抄
』
の
存
在
が
、
期
間
限
定
で
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

５　

ま
と
め

　

と
こ
ろ
で
、
白
玉
書
房
か
ら
『
智
恵
子
抄
』
が
出
版
さ
れ
た
翌
月
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
十
一
日
付
け
森
谷
均
宛
て
高
村
の
封
書
に
、

　
　
（
前
略
）
そ
の
上
出
版
の
事
は
何
だ
か
面
倒
で
や
り
き
れ
ま
せ
ん
。

　
　

 

鎌
田
さ
ん
か
ら
数
日
前
に
「
智
恵
子
抄
」
の
再
出
版
の
見
本
を
送
つ
て
来
ま
し
た
が
、
貴
下
の
お
て
が
み
に
よ
る
と
、
澤
田
さ
ん
と
十

分
諒
解
が
無
か
つ
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
当
時
澤
田
さ
ん
の
許
諾
を
う
け
た
や
う
に
申
さ
れ
た
鎌
田
さ
ん
の
言
を
信
じ
て
ゐ
た
小
生

と
し
て
は
、
何
だ
か
み
ん
な
イ
ヤ
に
な
り
ま
し
た
。
又
当
分
出
版
に
関
係
す
る
の
は
止
め
よ
う
か
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
。

と
あ
り
、
鎌
田
が
澤
田
の
承
諾
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
情
報
を
得
た
高
村
は
、
十
五
日
に
、「
昭
森
社
の
森
谷
さ
ん
か
ら
先
日
手
紙

が
来
て
、
中
に
澤
田
さ
ん
が
『
智
恵
子
抄
』
再
出
版
を
フ
ン
ガ
イ
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
面
倒
な
事
が
あ
る
の
で
す

か
」
と
、
ハ
ガ
キ
（
一
月
十
五
日
の
「
日
記
」
に
「
午
后
テ
カ
ミ
書
」
と
あ
る
の
は
こ
の
ハ
ガ
キ
の
こ
と
か
）
で
鎌
田
に
尋
ね
（
昭
和
二
十

三
年
一
月
十
五
日
付
け
鎌
田
敬
止
宛
）、
更
に
十
九
日
に
再
び
、

　
　

 「
智
恵
子
抄
」
再
出
版
に
つ
い
て
澤
田
さ
ん
が
森
谷
均
氏
に
フ
ン
ガ
イ
し
て
話
し
て
ゐ
た
と
森
谷
氏
か
ら
手
帋
の
中
に
あ
つ
た
の
で
、

104



一
二

何
か
面
倒
な
事
が
起
つ
た
の
か
し
ら
と
案
じ
て
ゐ
ま
す
。
貴
下
が
澤
田
さ
ん
か
ら
承
諾
を
得
た
事
と
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
何
か
行
き

違
ひ
が
あ
つ
た
の
で
せ
う
か
。

と
封
書
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
後
鎌
田
が
事
情
を
高
村
に
知
ら
せ
た
よ
う
で
、
同
月
二
十
五
日
、

　
　

 

速
達
お
て
が
み
落
掌
。
大
変
奥
さ
ま
に
御
心
労
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
て
す
ま
な
い
気
が
し
ま
す
。
其
後
届
い
た
鎌
田
さ
ん
か
ら
の
お

て
が
み
で
事
情
が
分
り
、
そ
の
御
返
事
を
差
出
し
ま
し
た
故
も
う
御
覧
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　
　
「
智
恵
子
抄
」
の
小
包
も
昨
日
届
き
ま
し
た
。

　
　

先
日
は
ま
る
で
お
便
り
が
な
か
つ
た
の
で
、
何
だ
か
様
子
が
分
か
ら
な
か
つ
た
の
で
す
。

　
　

澤
田
さ
ん
と
の
事
に
は
小
生
関
係
し
な
い
事
に
い
た
し
ま
す
。

　
　

鎌
田
さ
ん
健
康
快
復
の
由
、
尚
大
切
に
願
ひ
ま
す
。

と
、野
溝
七
生
子
こ
と
鎌
田
夫
人
に
ハ
ガ
キ
を
送
っ
て
い
る（
こ
の
日
の「
日
記
」に
は
関
連
記
事
無
し
）。
高
村
は
納
得
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

高
村
が
分
か
っ
た
と
い
う
事
情
は
残
念
な
こ
と
に
今
不
明
で
あ
る
。
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
二
月
五
日
付
け
鎌
田
敬
止

宛
て
澤
田
の
封
書
⑿
に
、

　
　

 

拝
啓
御
丁
重
な
る
御
芳
書
拝
誦
致
し
ま
し
た
。
高
村
先
生
の
御
著
に
は
版
権
な
ど
ゝ
い
ふ
も
の
が
御
座
い
ま
せ
ん
か
ら
先
生
さ
へ
御
よ

ろ
し
け
れ
ば
小
生
に
異
議
あ
ら
う
筈
は
御
座
い
ま
せ
ん
。
寧
ろ
先
生
の
御
著
が
一
日
も
早
く
一
冊
で
も
多
く
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
切
に

希
望
し
て
ゐ
る
も
の
で
す
。
但
し
小
生
は
出
版
を
放
棄
し
た
の
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
仕
事
が
出
来
る
や
う
な
充
分
な
余
裕

と
心
構
を
持
つ
て
現
在
の
出
版
界
を
見
て
ゐ
る
積
も
り
で
す
。
む
し
ろ
放
棄
し
な
い
た
め
に
遠
ざ
か
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
御
わ
か
り
下

さ
る
と
思
ひ
ま
す
。
御
手
紙
で
は
あ
た
ゝ
か
い
あ
な
た
の
お
気
持
を
よ
く
感
じ
ま
し
た
。
御
自
愛
を
祈
り
ま
す
。

匆
々
敬
白　

　
　
　
　
　

二
月
五
日

澤
田
伊
四
郎　

　
　
　

鎌
田
様

　
　
　
　

 

追
伸
、
龍
星
閣
の
紙
型
は
ど
な
た
に
も
お
譲
り
し
な
い
で
参
り
ま
し
た
か
ら
あ
し
か
ら
ず
御
容
赦
下
さ
い
ま
せ
。
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■もう一つの『智恵子抄』

一
三

と
あ
る
。
龍
星
閣
（
東
京
市
芝
区
新
橋
際
・
復
興
ビ
ル
）
の
封
筒
が
使
用
さ
れ
、
表
書
き
に
は
、「
東
京
都
大
森
区
調
布
嶺
町
一
ノ
一
三
四

ノ
九　

鎌
田
敬
止
先
生
」
と
あ
り
、
差
し
出
し
日
が
「
二
月
六
日
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
⒀
な
お
、
龍
星
閣
の
澤
田
城
子
は
、『
智
恵

子
抄
の
五
十
年
』（
龍
星
閣
・
一
九
九
一
年
十
一
月
二
十
日
発
行
）
の
中
で
、

　
　

 

鎌
田
が
指
示
に
従
っ
て
熱
海
に
澤
田
を
尋
ね
た
の
は
十
一
月
末
、
澤
田
は
秋
田
に
い
て
不
在
だ
っ
た
。
従
っ
て
何
ら
の
意
を
通
じ
る
こ

と
も
、
承
諾
を
得
る
こ
と
も
か
な
わ
な
か
っ
た
鎌
田
は
、
十
二
月
に
入
り
、
岩
手
の
光
太
郎
を
訪
ね
て
い
る
。（
中
略
）

　
　

 「
突
然
不
躾
な
る
手
紙
さ
し
上
げ
失
礼
の
段
御
寛
容
の
程
願
ひ
上
げ
ま
す
」
と
し
て
鎌
田
か
ら
澤
田
に
問
合
せ
が
く
る
の
は
昭
和
二
十

二
年
二
月
で
あ
っ
た
。
た
だ
ち
に
断
り
の
返
事
が
書
か
れ
た
。
そ
の
後
も
、
面
談
し
て
断
り
を
重
ね
た
。

と
い
う
。

　

既
記
の
通
り
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
に
龍
星
閣
か
ら
『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』
⒁
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
あ
と
が
き
」
に
、

　
　

 

先
年
「
智
恵
子
抄
」
を
は
じ
め
て
世
に
送
つ
て
く
れ
た
龍
星
閣
主
人
澤
田
伊
四
郎
君
が
、
今
度
は
又
、「
智
恵
子
抄
そ
の
後
」
を
、
む

し
ろ
略
奪
す
る
や
う
な
勢
で
出
版
す
る
。

　
　

 「
智
恵
子
抄
」
は
澤
田
君
が
戦
後
休
養
の
た
め
郷
里
に
隠
退
し
て
ゐ
た
頃
、
他
の
出
版
社
が
澤
田
君
の
快
諾
を
う
け
二
三
の
新
作
を
加

へ
て
再
出
版
し
た
の
で
、
今
も
世
上
に
行
は
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
戦
後
五
年
を
経
た
今
日
、
澤
田
君
は
郷
里
か
ら
上
京
し
て
龍

星
閣
再
興
に
志
し
、
昔
の
ゆ
か
り
に
因
む
も
の
か
、
ま
づ
私
の
「
智
恵
子
抄
そ
の
後
」
に
眼
を
つ
け
た
。

と
あ
る
。
明
ら
か
に
詩
の
増
補
は
「
松
庵
寺
」（
昭
和
二
十
年
十
月
五
日
作
）
と
「
報
告
」（
昭
和
二
十
一
年
十
月
五
日
作
）
の
二
詩
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
何
故
、「
二
三
の
新
作
」
と
し
、「
今
も
世
上
に
行
は
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
」
な
ど
と
朧
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
澤
田
さ
ん

と
の
事
に
は
小
生
関
係
し
な
い
事
に
い
た
し
ま
す
」（
昭
和
二
十
三
年
一
月
二
十
五
日
付
鎌
田
敬
止
宛
）
あ
た
り
に
朧
化
の
原
因
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
そ
の
意
図
は
今
分
か
ら
な
い
が
、「
あ
と
が
き
」
が
澤
田
の
意
向
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
月

八
日
付
け
澤
田
宛
て
の
封
書
に
次
の
よ
う
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

 

お
て
が
み
と
検
印
用
紙
と
ど
き
ま
し
た
、
○
澤
田
氏
を
澤
田
君
と
す
る
事
む
ろ
ん
け
つ
こ
う
で
す
、
○
「
他
の
出
版
社
が
譲
り
う
け
」

は
な
る
ほ
ど
間
違
つ
て
と
ら
れ
さ
う
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
か
ら
、「
他
の
出
版
社
が
澤
田
君
の
快
諾
を
う
け
」
と
訂
正
し
ま
す
、
そ
れ

か
ら
、
そ
の
項
の
終
り
の
、
○
「
ま
づ
私
の
「
智
恵
子
抄
そ
の
後
」
に
眼
を
つ
け
た
も
の
と
見
え
る
」
は
「
…
…
眼
を
つ
け
た
。」
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一
四

　
　

 

と
訂
正
し
ま
す
。
上
の
方
の
文
章
と
の
つ
づ
き
工
合
で
、「
も
の
と
見
え
る
」
が
邪
魔
に
な
る
事
を
感
じ
ま
し
た
。「
あ
と
が
き
」
の
訂

正
は
こ
れ
だ
け
と
致
し
ま
す
。

　

鎌
田
が
『
智
恵
子
抄
』
重
版
を
思
い
立
っ
て
高
村
に
そ
の
旨
を
申
し
出
た
の
が
昭
和
二
十
一
年
二
月
、
高
村
は
澤
田
の
承
諾
を
条
件
に
許

可
。
二
月
か
ら
十
一
月
迄
の
お
よ
そ
九
ヶ
月
間
、
鎌
田
は
澤
田
に
連
絡
を
と
ら
な
か
っ
た
の
か
、
鎌
田
が
澤
田
を
訪
ね
た
の
は
、
澤
田
城
子

に
よ
れ
ば
十
一
月
末
で
あ
る
。
鎌
田
が
熱
海
に
澤
田
を
尋
ね
た
が
不
在
だ
っ
た
と
い
う
。
翌
昭
和
二
十
二
年
二
月
、
澤
田
は
鎌
田
か
ら
の
手

紙
に
、
直
ち
に
断
り
の
返
事
を
書
き
、
そ
の
後
、
澤
田
と
鎌
田
は
面
談
を
重
ね
た
が
、
澤
田
は
断
り
続
け
た
と
い
う
。
が
、
二
月
五
日
付
け

鎌
田
敬
止
宛
て
澤
田
の
封
書
に
、「
高
村
先
生
の
御
著
に
は
版
権
な
ど
ゝ
い
ふ
も
の
が
御
座
い
ま
せ
ん
か
ら
先
生
さ
へ
御
よ
ろ
し
け
れ
ば
小

生
に
異
議
あ
ら
う
筈
は
御
座
い
ま
せ
ん
」
と
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
澤
田
の
「
断
り
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
二
月
五
日
付
け
鎌
田
敬
止
宛
て

澤
田
の
封
書
の
追
伸
に
、「
龍
星
閣
の
紙
型
は
ど
な
た
に
も
お
譲
り
し
な
い
で
参
り
ま
し
た
か
ら
あ
し
か
ら
ず
御
容
赦
下
さ
い
ま
せ
」
と
あ
っ

た
。
鎌
田
は
龍
星
閣
の
「
紙
型
」
を
求
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
澤
田
は
何
に
「
フ
ン
ガ
イ
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
手
許
に
あ

る
龍
星
閣
と
白
玉
書
房
の
『
智
恵
子
抄
』（
初
版
本
）
を
比
べ
る
と
、

　
　

①　

背
表
紙
に
出
版
社
名
の
有
無　

龍
星
閣
刊 

無   

白
玉
書
房
刊　

有

　
　

②　

  

白
玉
書
房
刊
に
、
詩
「
松
庵
寺
」
詩
「
報
告
」
あ
と
が
き
「
記
」
が
有
る
が
、
龍
星
閣
刊
に
両
詩
と
「
記
」
無
し
（
従
っ
て
「
目

次
」
に
違
い
有
り
）。

　
　

③　

奥
付
「
智
恵
子
抄
」
の
文
字
の
位
置
や
印
の
相
違

　
　

④　

二
頁
に
渡
る
他
本
の
広
告
が 

龍
星
閣
刊
に
は
有
る
が
白
玉
書
房
刊
に
は
無
い
。

な
ど
の
相
違
が
あ
る
が
、
本
の
大
き
さ
（
紙
の
質
に
よ
る
厚
さ
に
違
い
は
あ
る
）
や
朱
で
書
か
れ
た
中
扉
の
中
心
に
印
刷
さ
れ
た
「
詩
集　

智
恵
子
抄　

高
村
光
太
郎
」、
ま
た
、
奥
付
の
四
周
子
持
ち
匡
郭
あ
る
い
は
頁
に
お
け
る
字
数
、
行
数
な
ど
踏
襲
し
て
い
て
、 

活
字
の
僅
か

な
相
違
か
ら
直
接
龍
星
閣
の
「
紙
型
」
を
使
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
分
か
る
が
、
見
ま
が
う
ほ
ど
に
類
似
し
て
い
る
。
鮫
島
満
が
紹
介

し
た
澤
田
か
ら
鎌
田
に
送
っ
た
書
簡
⒂
に
は
、

　
　

○ 

「
高
村
先
生
の
御
本
が
如
何
な
る
書
肆
に
よ
つ
て
如
何
や
う
な
形
に
な
つ
て
（
多
種
多
様
）
刊
行
さ
れ
て
可
燃
で
す
」

　
　

○ 

「『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』
は
貴
殿
の
も
の
を
小
生
が
頂
い
た
の
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
。『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』
と
い
ふ
本
は
私
が
つ
く
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■もう一つの『智恵子抄』

一
五

る
ま
で
は
、
ど
こ
に
も
無
か
つ
た
。
先
生
さ
へ
お
考
へ
に
な
つ
て
ゐ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
他
人
が
つ
く
つ
た
も
の
を
そ
の
ま
ん
ま

頂
く
や
う
な
憐
れ
な
者
で
御
座
い
ま
せ
ん
」

と
、
恰
も
鎌
田
が
龍
星
閣
刊
の
『
智
恵
子
抄
』
を
「
そ
の
ま
ん
ま
頂
」
い
た
よ
う
な
口
振
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
八
日
付
け
鎌
田
敬
止
宛
て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、「
過
日
澤
田
伊
四
郎
氏
か
ら
テ
ガ
ミ
が
あ
り
、『
智
恵
子
抄
そ

の
後
』
を
一
冊
と
し
て
出
版
さ
せ
て
く
れ
と
い
つ
て
来
た
の
で
当
惑
し
て
ゐ
ま
す
」
と
あ
っ
た
。
鮫
島
満
は
高
村
の
「
当
惑
」
を
、「
こ
の

時
す
で
に
『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』
の
出
版
が
鎌
田
と
の
間
で
約
束
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
定
し
て
い
る
。

　

高
村
は
澤
田
伊
四
郎
の
懇
請
、『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』
の
出
版
を
既
記
の
通
り
許
可
し
て
い
た
。
高
村
は
戦
後
の
作
詩
、「
元
素
智
恵
子
」「
メ

ト
ロ
ポ
オ
ル
」「
裸
形
」「
案
内
」「
あ
の
頃
」「
吹
雪
の
夜
の
独
白
」
六
編
と
戦
後
の
雑
文
と
を
一
冊
に
ま
と
め
て
出
版
す
る
こ
と
を
承
諾
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
六
編
の
詩
は
、
す
べ
て
昭
和
二
十
五
年
一
月
作
で
あ
る
。

　
『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
、

　
　

 「
智
恵
子
抄
そ
の
後
」
と
題
す
る
一
群
の
詩
は
六
篇
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
の
六
篇
は
互
に
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
ゐ
て
そ
の
間
に
他

の
詩
篇
を
さ
し
挟
む
こ
と
も
出
来
ず
、
又
そ
の
前
後
に
他
の
詩
篇
を
追
加
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
さ
う
い
ふ
こ
と
を
す
れ
ば
壊
れ
て

し
ま
ふ
。

と
あ
り
、
ま
た
、『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』
の
見
本
が
届
い
た
時
、
澤
田
に
宛
て
た
高
村
の
封
書
（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
一
日
付
）
に
、

　
　

 

澤
田
伊
四
郎
様　
「
智
恵
子
抄
そ
の
後
」
一
冊
届
き
ま
し
た
、こ
れ
は
特
製
本
で
せ
う
か
、い
か
に
も
立
派
で
す
、高
い
美
を
感
じ
ま
す
。

赤
の
色
も
ふ
か
く
、箔
字
の
位
置
も
大
き
さ
も
い
い
で
す
。
一
応
よ
み
ま
し
た
が
、誤
植
に
は
ま
だ
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。
ま
つ
た
く
「
智

恵
子
抄
」
の
終
り
の
方
に
付
け
加
へ
よ
う
と
考
へ
て
ゐ
た
こ
の
六
篇
の
詩
を
も
と
に
し
て
こ
ん
な
本
を
造
り
上
げ
た
貴
下
の
力
に
驚
き

ま
す
。
小
生
と
し
て
た
だ
感
謝
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。（
後
略
）

と
あ
る
。
高
村
は
、「
そ
の
前
後
に
他
の
詩
篇
を
追
加
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
さ
う
い
ふ
こ
と
を
す
れ
ば
壊
れ
て
し
ま
ふ
」
と
言
い
、
こ

の
六
編
の
詩
を
「『
智
恵
子
抄
』
の
終
り
の
方
に
付
け
加
へ
よ
う
と
考
へ
て
ゐ
た
」
と
い
う
。
昭
和
二
十
三
年
四
月
十
一
日
付
け
の
鎌
田
宛

て
高
村
の
ハ
ガ
キ
に
、「『
智
恵
子
抄
』
再
版
の
由
、
大
丈
夫
か
し
ら
と
一
寸
懸
念
し
ま
す
が
、
一
切
お
ま
か
せ
申
上
げ
ま
す
。
訂
正
個
所
は

発
見
し
ま
せ
ん
。
い
つ
か
後
日
に
機
会
が
あ
つ
た
ら
智
恵
子
の
病
状
記
録
の
や
う
な
も
の
を
加
へ
た
い
気
が
あ
り
ま
す
」
と
あ
っ
た
。
ど
う
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一
六

も
高
村
は
、
鎌
田
の
白
玉
書
房
刊
『
智
恵
子
抄
』
に
新
た
に
作
っ
た
詩
や
散
文
を
加
え
る
つ
も
り
で
い
た
ら
し
い
。

　

と
ま
れ
、
既
に
五
版
を
数
え
た
白
玉
書
房
の
『
智
恵
子
抄
』
の
存
在
を
、「
あ
と
が
き
」
で
、
例
の
よ
う
に
「『
智
恵
子
抄
』
は
澤
田
君
が

戦
後
休
養
の
た
め
郷
里
に
隠
退
し
て
ゐ
た
頃
、
他
の
出
版
社
が
澤
田
君
の
快
諾
を
う
け
二
三
の
新
作
を
加
へ
て
再
出
版
し
た
の
で
、
今
も
世

上
に
行
は
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
」
と
朧
化
し
た
の
は
、
白
玉
書
房
の
『
智
恵
子
抄
』
と
距
離
を
持
ち
た
い
、
も
っ
と
言
え
ば
昭
和
二
十
五

年
秋
に
は
認
め
た
く
な
い
と
言
う
思
い
が
高
村
の
な
か
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
当
の
『
智
恵
子
抄
』
は
、
や
は
り

昭
和
十
六
年
八
月
に
龍
星
閣
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
智
恵
子
抄
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
が
、
既
記
の
通
り
、
鎌
田
敬
止
が
『
智
恵
子
抄
』
の

重
版
を
持
ち
か
け
た
と
き
、
高
村
は
、
詩
「
松
庵
寺
」
と
「
報
告
」、
そ
れ
に
あ
と
が
き
の
「
記
」
を
積
極
的
に
増
補
し
て
い
た
。
従
っ
て
、

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
下
旬
（
奥
付
年
月
日
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
）
か
ら
、
昭
和
二
十
五
年
晩
秋
、
龍
星
閣
の
『
智
恵
子

抄
そ
の
後
』
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
の
数
年
間
、
あ
る
い
は
「
前
便
で
『
智
恵
子
抄
』
は
龍
星
閣
に
お
返
し
に
な
る
の
が
一
番
お
だ
や
か
な
処

置
と
申
上
げ
、
御
再
考
を
願
ひ
ま
し
た
。
／
詩
歌
文
庫
と
申
さ
れ
る
新
企
画
の
物
へ
『
智
恵
子
抄
』
を
入
れ
る
事
は
は
ツ
き
り
お
断
り
い
た

し
ま
す
」
と
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
七
日
の
ハ
ガ
キ
に
見
た
高
村
の
意
志
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
高
村
が
意
図
し
た
も
う
一
つ
の
『
智
恵

子
抄
』
の
存
在
を
、
期
間
限
定
で
認
め
て
も
い
い
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

注
１　

升
谷
は
注
１
の
中
で
、「『
東
京
に
空
が
な
い
』
と
い
っ
た
智
恵
子
の
挿
話
を
、『
風
景
と
し
て
の
（
空
）
の
問
題
で
あ
る
以
上
に
心
理
の
問
題
で
あ
っ
た
』

と
も
郷
原
氏
は
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
（
生
死
に
か
か
わ
る
重
大
事
）
と
な
っ
た
の
は
む
し
ろ
智
恵
子
自
身
が
自
ら
抱
え
た
問
題
と
し
て
う
け
と
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
し
て
、「
高
村
智
恵
子
と
い
う
一
人
の
女
性
に
と
っ
て
、
そ
の
狂
死
は
痛
ま
し
い
事
実
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
智
恵
子
そ
の

人
が
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
は
、
や
は
り
『
智
恵
子
抄
』
の
そ
こ
こ
こ
に
結
晶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
智
恵
子
抄
』
に
語
ら
れ
て
い
な
い
現
実

も
智
恵
子
自
身
の
一
生
の
中
に
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
決
し
て
（
偶
像
）
な
ど
で
は
な
い
高
村
智
恵
子
が
、
自
身
の
選
択
し
た
生
を
自
己
の
責
任
の

上
に
踏
破
し
た
、
他
の
ど
ん
な
人
生
に
も
劣
ら
な
い
、
真
実
の
記
録
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
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■もう一つの『智恵子抄』

一
七

注
２　

大
島
龍
彦
・
大
島
裕
子
編
著
『「
智
恵
子
抄
」
の
世
界
』（
２
０
０
４
・
４
／
２
新
典
社
刊
）
所
収
に
よ
る
。

注
３　
『
智
恵
子
抄
』（
新
潮
文
庫
・
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
十
五
日
・
改
版
）「
覚
え
書
」
に
よ
る
。

注
４　
「
昭
和
二
十
二
年
六
月
六
日
付
け
鎌
田
宛
て
テ
ガ
ミ
」
に
よ
る
。

注
５　
『
高
村
光
太
郎
全
集
』（
筑
摩
書
房
刊
・
一
九
九
六
年
十
一
月
三
十
日
）
に
よ
る
。

注
６　

澤
田
城
子
『
智
恵
子
抄
の
五
十
年
』（
龍
星
閣
刊
・
一
九
九
一
年
十
一
月
二
十
日
）
に
よ
る
。

注
７　

注
６
に
同
じ
。

注
８　

注
６
に
同
じ
。

注
９　

鮫
島
満
「
鎌
田
敬
止
研
究
（
二
）―

―

高
村
光
太
郎
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
二
）―

―

」（「
明
星
学
苑
研
究
紀
要
」
第
二
十
五
号
・
平
成
十
四
年
十

月
三
十
一
日
発
行
）
に
よ
る
。

注
10　

注
９
に
同
じ
。

注
11　
「
全
集
補
遺
」（
第
四
十
八
回
連
翹
記
・
平
成
十
六
年
四
月
二
日
）
に
よ
る
。

注
12　

注
９
に
同
じ
。

注
13　

注
９
に
同
じ
。

注
14　
『
智
恵
子
抄
そ
の
後
』（
龍
星
閣
刊
・
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
五
日
）「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
。

注
15　

注
９
に
同
じ
。

（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
受
理
）
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